
　国際協力機構（JICA）と連携し、電子基準点網の整備・
高度運用支援をはじめとする開発途上国の測量・地図整備技
術向上のための技術協力を行っています。
　1959 年から 60年以上にわたり、1000 人を超える研修
員が国土地理院で研修を受け、1964 年以降延べ 850 人以
上の国土地理院職員が専門家として海外の地理空間情報当局
に派遣されました。

　国連経済社会理事会の地球規模の地理空間情報管理に関す
る国連専門家委員会（UN-GGIM）等に参画し、地理空間情
報に関する議論に貢献しています。
　UN-GGIMの災害のための地理空間情報及びサービスに関
する作業部会共同議長や測地準委員会メンバー、国連地球
規模の地理空間情報管理に関するアジア太平洋地域委員会
（UN-GGIM-AP）の副会長を務めるなど、主導的役割を果た
しています。

国連等の枠組における貢献

開発途上国への技術協力

国際活動

UN-GGIM災害のための地理空間情報及びサービスに関する作業部会共同議長国（日本・ジャマイカ）

Geoアクティビティコンテスト

測量技術で国際社会に貢献します
　国連総会で採択された地球の正確な形とその変化を表す
「地球規模の測地基準座標系（GGRF）」の普及や地理空間情
報による価値創出を通じた国際的パートナーシップの推進に
取り組み、SDGs（持続可能な開発目標）の達成等、国連の
活動に貢献しています。
　これまでの経験や培った技術を活かし、開発途上国への技
術協力や、南極地域観測への貢献等、国際的な舞台で様々な
活動に取り組んでいます。

国連ベクトルタイルツールキットの技術移転

国際会議における学生からのインタビュー対応

JICA長期専門家としての活動

UN-GGIM-AP 総会における議長対応

　関係各省庁が連携して進める南極地域観測事業において、
1956年の第1次隊から毎次の観測隊に隊員を派遣していま
す。
 これまで整備した測地情報と地形情報は、観測隊の安全な
野外活動及び研究活動を進めるための基盤として利用されて
きました。
　昭和基地のある東オングル島では、国際GNSS事業（IGS）
の一環としてGNSS連続観測を行っています。

南極

南極域で世界初の量子技術を用いた絶対重力測定（第 63次隊撮影）

技術とパートナーシップ～国連活動への貢献（国連地理空間情報課派遣専門家　鵜生川太郎）
　持続可能な開発、国際平和と安全など、国連と各国共通目標を達成するため、様々
な技術が必要となります。国連事務局では、市場では得られない技術・経験を得る
ために、加盟国とのパートナーシップを活用しています。私は国連に派遣され、国
土地理院と共同開発した「国連ベクトルタイルツールキット」を利用した最新のウェ
ブ地図整備を進めています。加えて、国連オープンGIS イニチアチブという取組
みを推進することで、国連と国土地理院、さらには産学との連携も進めています。
　国連地理空間情報課は安全保障理事会や国連事務局、国連平和維持活動など国連
の様々な活動のために地理空間情報及び関連サービスを提供し、国連のオペレー
ションを支えています。また、UN-GGIM 事務局に参加し、災害WGの運営支援
なども行っており、今後も国土地理院との地理空間情報分野でのパートナーシップ
に期待しています。 国連事務局での勤務

JICA課題別研修「国家測量事業計画・管理」コース閉講式

UN-GGIM-AP 測地基準座標系作業部会長としての発表
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